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（
歳
入
）
地
方
交
付
税
・
町

税
は
昨
年
度
並
を
確
保

　　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
は
85
億
９
５
２
７
万
９
千
円

で
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
０
・
61
％

（
５
２
４
８
万
８
千
円
）
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
地
域
雇

用
推
進
費
の
創
設
や
、
地
方
財
政
計

画
の
見
直
し
に
よ
る
財
政
財
源
の
充

実
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な

変
動
は
な
く
、
前
年
比
２
・
２
％
増
の

30
億
６
８
５
５
万
１
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
で
自
ら
確
保
で
き
る
自
主
財
源
の

う
ち
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
町
税

は
、啓
発
に
よ
る
納
税
意
識
の
向
上
と
、

徴
収
強
化
を
図
る
こ
と
で
微
増
が
予
想

さ
れ
、
18
億
８
９
２
３
万
１
千
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

　

借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
町
営
住

宅
富
士
見
団
地
建
設
、
耐
震
性
貯

水
槽
整
備
、
町
道
新
設
改
良
事
業

な
ど
に
当
て
る
た
め
臨
時
財
政
対

策
債
４
億
６
４
８
０
万
円
を
含
む

16
億
６
２
８
０
万
円
（
前
年
比
27
・

13
％
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
と
同
様
、
財
源
不
足
が
生
じ

た
た
め
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
か
ら

２
億
４
３
７
１
万
５
千
円
を
取
り
崩
し

て
補
っ
て
い
ま
す
。

合併して４年目を迎える今年度。一般会計
は昨年度に比べ 5,248 万８千円の増の 85 億
9,527 万９千円を計上し、平成 21 年度、市
川三郷町のまちづくりがスタートしました。

30億6,855万１千円
（36%）

４億6,317万円3千円
（5%）

５億3,489万円7千円
（７%）

16億6,280万円
（19%）

２億6,320万1千円
（3%）

18億8,923万1千円
（22%）

１億9,877万4千円
（2%）

２億4,371万5千円
（3%）

１億円（1%） １億7,093万7千円
（2%）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他

町税

分担金及び負担金

繰入金

繰越金 その他

自動車取得税交付金1,990万1千円

依存財源
70％

自主財源
30％

一
般
会
計　

歳
入

３
月
18
日
、
平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
が
町
議
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
比
べ
５
２
４
８
万
８
千
円
増
の

85
億
９
５
２
７
万
９
千
円
で
一
般
会
計
予
算
を
編
成
。
特

別
会
計
と
合
わ
せ
た
予
算
総
額
１
３
７
億
１
６
９
万
６
千

円
で
最
大
の
効
果
を
図
り
ま
す
。

予算
平成21年度

よさんっ
！



（
歳
出
）子
育
て
支
援
対
策

を
さ
ら
に
充
実

　

今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
の
特
徴

と
し
て
、
例
年
以
上
に
子
育
て
支
援
対

策
を
充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
以
前
か
ら
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
、
学
童
保

育
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
な
ど
児

童
生
徒
対
策
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た

が
、
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
昨
年
の
小

６
か
ら
中
３
ま
で
延
長
す
る
な
ど
、
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
土
木
費
で
は
継
続
事
業
で
あ
る

町
営
住
宅
富
士
見
団
地
建
設
、
町
道
宮

原
一
本
松
線
新
設
工
事
な
ど
に
よ
り
昨

年
よ
り
約
３
億
３
千
万
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

目
的
別
・
性
質
別
の
歳
出

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
上
が
目
的
別
、
下

が
性
質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
と
も

に
一
般
会
計
予
算
の
歳
出
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
性
質
別
歳
出

で
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

や
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
と

い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

家
計
で
い
え
ば
人
件
費
は
食
費
に
、

物
件
費
は
光
熱
水
費
に
、
扶
助
費
は
医

療
費
、
補
助
費
と
繰
出
金
は
子
ど
も
へ

の
仕
送
り
、
公
債
費
は
借
金
の
返
済
と

置
き
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
で
、
全
体
の
83
％
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え
る
お
金
は

少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
食
費
や

光
熱
費
（
人
件
費
や
物
件
費
）
な
ど
を

切
り
詰
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
新
規
事
業

■
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金
（
小
学

校
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
ま
で
拡
充
）

■
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
事
業
（
妊
婦
健

診
年
回
10
回
か
ら
14
回
助
成
に
拡
充
）

■
給
食
費
の
値
上
げ
分
の
公
費
負
担

■
緊
急
雇
用
再
生
事
業
（
花
火
資
料
館

事
業
委
託
）

■
特
別
支
援
専
門
員
、
お
よ
び
外
国
人

通
訳
支
援
員
の
配
置

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
新
生
児
に

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

■
市
川
大
門
駅
前
広
場
・
通
路
整
備
工

事
（
設
計
委
託
・
工
事
）　

ほ
か

人件費 (15%)
13億2,181万9千円

物件費 (15%)
12億6,838万4千円

扶助費 (9%)
7億3,364万5千円

補助費など
(15%)

12億7,333万2千円

公債費
(16%)
14億616万8千円

普通建設事業費
(17%)

14億5,744万円

繰出金 (13%)
10億9,750万4千円

その他 3,698万７千円

目的別
歳出状況

性質別
歳出状況

議会費
7,449万4千円

(１%)

総務費

11億568万7千円
(13%)

民生費
19億6,108万2千円

(23%)

衛生費

9億672万円
(10%)

農林水産業費
3億2,026万6千円

(4%)商工費
1億2,682万7千円

(１%)

土木費
17億6,975万1千円

(21%)

消防費
1億5,879万1千円

(２%)

教育費
7億6,158万5千円

(９%)

その他
390万8千円
(０%)

公債費
14億616万8千円

(16%)

一
般
会
計
歳
出
目
的
別

一
般
会
計
歳
出
性
質
別

平成 21年度版
「知ってほしい、まちの予算」

　広報紙だけでは伝えきれない今年度の予算
や、各種事業についてわかりやすく説明した

「知ってほしい、まちの予算」を発行します。
６月中旬に各戸回覧、また町内公共施設に設置
します。
　 入 手 ご 希 望 の 方 は 総 務 課 広 聴 広 報 係
☎ 055-272-1101 までご連絡下さい。なお数に
限りがありますので、部数がなくなり次第配布
を終了いたします。
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９
年
目
を
迎
え
た
介
護

保
険
制
度

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
の
必
要
な

状
態
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
社
会
全
体

で
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
と
し

て
平
成
12
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
老
人
福
祉
法
・
介
護

保
険
法
に
基
づ
き
３
年
に
一
度
の
見
直

し
を
行
な
い
、
現
状
と
計
画
と
の
格
差

を
調
整
し
て
い
ま
す
。
施
行
後
９
年
が

経
過
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
介
護

保
険
制
度
が
本
町
の
高
齢
期
を
支
え
る

制
度
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
重
要
性

　

今
後
も
高
齢
化
は
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
低
下
を

未
然
に
防
止
し
維
持
向
上
を
図
る
た
め

に
は
介
護
予
防
を
重
視
し
た
施
策
が
重

要
で
す
。「
多
様
性
に
配
慮
す
る
共
に

生
き
る
た
め
の
社
会
づ
く
り
」「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」「
互
い

に
支
え
合
う
人
づ
く
り
」
を
地
域
福
祉

の
方
向
と
定
め
、
安
心
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
、
明
る
く
活

力
あ
る
高
齢
社
会
の
構
築
を
目
的
に
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
の
基
本
方
針
と
基
本
施
策

　

計
画
で
は
基
本
理
念
「
住
み
慣
れ
た

地
域
で
仲
間
と
支
え
合
う　

や
す
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
こ
の
基
本
理
念
を
達
成
す
る
た

め
に
２
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
、
そ

れ
の
実
現
に
向
け
て
基
本
施
策
を
制
定

し
ま
し
た
。

介護
り
く
づ
ち
ま
る
あ
の
ぎ
ら
す
や

　う
合
え
支
と
間
仲
で
域
地
た
れ
慣
み
住

り
く
づ
域
地
う
合
え
支 （１）高齢者を地域全体で支え合うまち

　１）地域における高齢者の支援体制の整備
　　Ⅰ　地域に密着したサービスの提供
　　Ⅱ　支え合いの地域社会づくり
　２）高齢者の多様な生きがいづくりの支援
　　Ⅰ　高齢者の暮らしの支援
　　Ⅱ　高齢者の活動拠点の充実・支援

（２）高齢者が安全に暮らせるまち
　１）高齢者の安心安全の確保
　　Ⅰ　安心して外出できるまちづくり
　　Ⅱ　高齢者の安全の確保
　　Ⅲ　高齢者に住みよいまちづくり
　２）認知症高齢者に対する支援の充実
　　Ⅰ　地域における認知症ケアの推進
　　Ⅱ　認知症高齢者及び介護者への支援の充実
　　Ⅲ　権利擁護の推進

（１）要介護となる高齢者の少ないまち
　１）介護予防の推進
　　Ⅰ　地域支援事業による介護予防事業の推進
　　Ⅱ　介護予防給付対象サービスの推進

（２）高齢者が質の高い介護サービスを受けられるまち
　１）介護サービスの充実
　　Ⅰ　介護給付対象サービスの充実
　　Ⅱ　質の高い介護サービスの確保

（３）適正なサービス利用を推進するために福
護
介
い
高
の
質
が
者
齢
高

く
づ
域
地
る
き
で
受
享
を
祉り

基本理念 基本方針 基本施策

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

■施策の体系

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
と

介
護
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ
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介
護
保
険
制
度
は
、
加
齢
等
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
に
対
し
社

会
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
計
画
は
３
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
介
護
の
現
状
と
計

画
と
の
格
差
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
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21
年
度
か
ら
の
保
険
料

　

介
護
保
険
計
画
は
こ
の
４
月
か
ら
新

た
に
第
四
期
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
65
歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
、
基
準
額
が
月

額
で
４
千
２
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
過
去
の
実
績
を
も

と
に
今
後
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
費
用
を
推
計
し
計
算
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
本
町
の

介
護
保
険
料
は
値
下
げ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

料
金
は
対
象
と
な
る
方
、
ま
た
そ
の

家
族
の
昨
年
１
年
間
の
所
得
を
元
に
７

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
の
条
件
、
お
よ
び
年
額
は
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
料
値
下
げ
の

理
由

　

値
下
げ
が
で
き
た
の
に
は
、
次
の
理

由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
と
と
も
に
、
町
民
の
方
の

介
護
予
防
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た

こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ヒ
ス
給
費
に
か
か

る
費
用
の
伸
び
が
急
激
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
少
な
い
と
推
計
で
き
ま
し
た
。

②
山
梨
県
で
は
介
護
保
険
制
度
の
財
源

の
安
定
化
に
対
し
、
財
政
安
定
化
基
金

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
は
基

金
に
拠
出
す
る
こ
と
で
基
金
の
運
営
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
そ
の
拠

出
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
本
町
で
は
、
財
政
安
定
化
基
金
か
ら

旧
町
時
に
借
金
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
返
済
が
終
了
し
ま
し
た
。

④
第
３
期
で
は
介
護
給
付
費
準
備
基
金

と
い
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
充
て
る

た
め
、積
み
立
て
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
こ
の
基
金
を
、
保
険
料
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
用
を

　

高
齢
者

の
方
が
住

み
慣
れ
た

地
域
で
、

安
心
し
て

そ
の
人
ら

し
い
生
活

を
続
け
る

こ
と
が
で

き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
高

齢
者
の
方
の
ニ
ー
ズ
や
状
態
の
変
化
に

応
じ
て
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
高
齢
者
の
方
の
生
活
を

支
え
る
役
割
と
し
て
、
平
成
18
年
４
月

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健

師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
主
事
な
ど
の
専
門
職
が
連
携

し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
様
々
な
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成 21～ 23 年度　段階別介護保険料
段階 対象者 年額 基準割合

第１段階 本人及び世
帯全員が町
民税非課税

 老齢福祉年金受給者、生活保護の受給者 25,500 基準額× 0.5 

第２段階  課税年金収入額と所得金額の合計 80 万円以下 25,500 基準額× 0.5 

第３段階  課税年金収入額と所得金額の合計 80 万円超 38,250 基準額× 0.75

第４段階  世帯に町民税課税者がいて、本人は町民税非課税 51,000 基準額

第５段階
本人が町民
税課税者

 合計所得金額 200 万円未満 63,750 基準額× 1.25

第６段階  合計所得金額 200 万円以上 500 万円未満 76,500 基準額× 1.5

第７段階  合計所得金額 500 万円以上 86,700 基準額× 1.7

前
回
、
３
年
前
の
保
険
料
改
正
時
、

第
１
～
３
段
階
の
方
が
第
４
～
５
段

階
へ
と
大
き
く
段
階
が
上
が
っ
た
方

を
対
象
に
、
急
激
な
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
に
と
ら
れ
て
い
た
措

置
「
激
変
緩
和
措
置
」
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
本
来

の
段
階
の
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

み
組
り
取
の
へ
防
予
護
介
・

了
終
出
繰
の
へ
金
基
県
・

済
完
の
金
借
・

当
充
の
ら
か
金
基
町
・

介護保険料
値下げ
介護保険料
値下げ

【問い合わせ】■介護全般にわたる相談☞地域包括支援センターへ　■介護給付・保険料・制度等☞介護係へ
いずれも町福祉支援課内☎ 055-272-1106 

▶



　 新採用
     いきいき健康課健康増進係     
      相田有璃

新採用
建設課公共土木係
渡辺広太

新採用
いきいき健康課子育て
支援係   中山裕子

▪
昇　

任

▽
産
業
振
興
課
長　

小
林
東
（
総
務
課

庶
務
係
長
）
▽
建
設
課
長　

加
藤
秀

次
（
税
務
課
資
産
税
係
長
）
▽
六
郷
支

所
長　

遠
藤
貞
治
（
産
業
振
興
課
農
林

整
備
係
長
）
▽
教
育
総
務
課
長　

河
西

敏
光
（
教
育
総
務
課
総
務
施
設
係
長
）

▽
生
涯
学
習
課
長　

伊
藤
照
子
（
企
画

課
企
画
政
策
係
長
）
▽
介
護
老
人
保
健

施
設
事
務
長　

石
原
孝
（
建
設
課
町
営

住
宅
係
長
）
▽
中
部
横
断
自
動
車
道
用

地
事
務
所
派
遣
主
幹
課
長　

上
野
昌
樹

（
中
部
横
断
自
動
車
道
用
地
事
務
所
派

遣
主
幹
係
長
）
▽
企
画
課
情
報
化
推
進

係
長　

武
田
真
一
（
企
画
課
情
報
化
推

進
係
）
▽
財
政
課
財
政
係
長　

木
村
竹

実
（
財
政
課
財
政
係
）
▽
生
活
環
境
課

簡
易
水
道
係
長　

渡
辺
勝
矢
（
生
活
環

境
課
簡
易
水
道
係
）
▽
生
活
環
境
課
下

水
道
係
長　

望
月
和
仁
（
生
活
環
境
課

下
水
道
係
）
▽
建
設
課
公
共
土
木
係
長

塩
沢
正
也
（
生
活
環
境
課
下
水
道
係
）

▽
建
設
課
町
営
住
宅
係
長　

井
上
靖
彦

（
建
設
課
町
営
住
宅
係
）
▽
町
立
病
院

外
来
係
長　

関
部
仁
美
（
町
立
病
院
総

務
係
）
▽
町
立
病
院
入
院
係
長　

熊
谷

育
子
（
町
立
病
院
医
事
係
）

▪
配
置
換
え

▽
企
画
課
長　

新
津
敏
信
（
財
政
課

長
）
▽
財
政
課
長　

長
田
勝
則
（
生
涯

学
習
課
長
）
▽
政
策
推
進
室
長　

笠
井

一
廣
（
産
業
振
興
課
長
）
▽
町
民
課
長

砂
田
茂
（
教
育
総
務
課
長
）
▽
会
計
管

理
者　

一
瀬
稔
（
建
設
課
長
）
▽
企
画

課
企
画
政
策
係
長　

小
林
武
仁
（
財
政

課
財
政
係
長
）
▽
総
務
課
庶
務
係
長　

武
田
智
宏
（
総
務
課
防
災
防
犯
係
長
）

▽
総
務
課
防
災
防
犯
係
長　

立
川
祐
司

（
町
立
病
院
企
画
係
長
）
▽
政
策
推
進

室
政
策
推
進
係
長　

遠
藤
光
一
（
生
活

環
境
課
簡
易
水
道
係
長
）
▽
税
務
課
住

民
税
係
長　

薬
袋
和
幸
（
税
務
課
徴
収

係
長
）
▽
税
務
課
資
産
税
係
長　

樋
川

輝
彦
（
町
立
病
院
医
事
係
長
）
▽
税
務

課
徴
収
係
長　

石
原
千
秀
（
建
設
課
都

市
計
画
係
長
）
▽
産
業
振
興
課
農
林
整

備
係
長　

丹
沢
宏
友
（
生
活
環
境
課
下

水
道
係
長
）
▽
建
設
課
都
市
計

画
係
長　

丹
沢
和
人
（
建

設
課
公
共
土
木
係

長
）
▽
六
郷

支
所
庶
務
係

長　

井
上
和

彦
（
税
務
課
住
民
税
係

長
）
▽
教
育
総
務
課
総

務
施
設
係
長　

望
月
裕
志
（
企
画
課
情

報
化
推
進
係
長
）
▽
町
立
病
院
総
務
係

長　

望
月
利
偉
（
六
郷
支
所
庶
務
係

長
）
▽
町
立
病
院
企
画
係
長　

渡
井
清

（
町
立
病
院
総
務
係
長
）
▽
企
画
課
情

報
化
推
進
係　

岸
本
亮
介
（
山
梨
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
電
子
自
治
体
推
進

室
）
▽
財
政
課
財
政
係
笠

井
悟
（
町
立
病
院

総

務
係
）
▽
税
務

課
資
産
税
係

小
林
直
彦
（
福
祉
支
援
課

  
役
に
立
つ

場
に

少
子
化
問
題

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー

イ
ン
フ
ラ
整
備

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー

健
康
管
理

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー

もっと

４
月
１
日
付
役
場

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ   

      

か
っ
こ
内
は
旧
任
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　　新採用
　　福祉支援課福祉係
　　　　　来城聡

新採用
企画課企画政策係
小林陽子

新採用
建設課町営住宅係
長田勝輝

福
祉
係
）
▽
税
務
課
徴
収
係　

坐
光
寺

富
仁
（
教
育
総
務
課
総
務
施
設
係
）
▽

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係　

相
川
伸
也

（
建
設
課
都
市
計
画
係
）
▽
産
業
振
興

課
地
籍
調
査
係　

塩
島
実
（
生
涯
学
習

課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）
▽
生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係　

一
瀬
勝
（
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係
）
▽
生
活
環
境
課
簡
易
水

道
係
丹
沢
美
男
（
三
珠
支
所
庶
務
係
）

▽
生
活
環
境
課
下
水
道
係　

齊
藤
茂
樹

（
税
務
課
徴
収
係
）
▽
生
活
環
境
課
下

水
道
係　

笠
井
健
二
（
産
業
振
興
課
農

林
整
備
係
）
▽
建
設
課
町
営
住
宅
係

石
原
一
彦
（
生
活
環
境
課
環
境
衛
生

係
）
▽
建
設
課
都
市
計
画
係　

加
藤
武

師
（
建
設
課
公
共
土
木
係
）
▽
建
設
課

都
市
計
画
係　

村
松
孝
紀
（
産
業
振
興

課
地
籍
調
査
係
）
▽
出
納
室
会
計
係

高
森
暁
子
（
企
画
課
企
画
政
策
係
）
▽

三
珠
支
所
庶
務
係　

大
竹
維
（
税
務
課

資
産
税
係
）
▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ

ス
係　

一
瀬
え
み
（
建
設
課
町
営
住
宅

係
）
▽
六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

望
月
恵
美
（
六
郷
支
所
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
担
当
）
▽
六
郷
支
所
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
担
当　

小
林
良
子
（
六
郷
支

所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）
▽
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係　

深
澤
美
佳
（
三
珠
支
所

住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）
▽
生
涯
学
習
課
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

望
月
健
（
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
）
▽
町
立
病
院
総
務
係

保
坂
輝
美
（
町
立
病
院
医
事
係
）
▽
町

立
病
院
総
務
係　

小
林
久
高
（
町
立
病

院
医
事
係
）
▽
い
き
い
き
健
康
課
健
康

増
進
係　

上
田
知
穂
（
い
き
い
き
健
康

課
子
育
て
支
援
係
）
▽
い
き
い
き
健
康

課
子
育
て
支
援
係　

井
出
由
香
里
（
い

き
い
き
健
康
課
健
康
増
進
係
）
▽
い
き

い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係　

山
田
さ

や
か（
い
き
い
き
健
康
課
健
康
増
進
係
）

▽
総
務
課
付
け　

宮
崎
優
子
（
三
珠
支

所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）
▽
三
珠
保
育
所

村
松
真
澄
（
山
保
へ
き
地
保
育
所
）
▽

三
珠
保
育
所　

芦
澤
明
代
（
市
川
保
育

所
）▽
大
塚
保
育
所　

斉
木
加
依
子（
市

川
南
保
育
所
）
▽
市
川
南
保
育
所　

河

野
圭
子
（
大
塚
保
育
所
）
▽
山
保
へ
き

地
保
育
所　

志
村
き
み
子
（
三
珠
保
育

所
）▪

派
遣

▽
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
電
子

自
治
体
推
進
室	

深
澤
克
日
（
建
設
課

都
市
計
画
係
）	

▪
採
用

▽
企
画
課
企
画
政
策
係　

小
林
陽
子　

▽
福
祉
支
援
課
福
祉
係　

来
城
聡
▽
建

設
課
町
営
住
宅
係　

長
田
勝
輝
▽
建
設

課
公
共
土
木
係　

渡
辺
広
太
▽
い
き
い

き
健
康
課
健
康
増
進
係　

相
田
有
璃

▽
い
き
い
き

健
康
課
子
育
て

支
援
係　

中
山
裕
子

▽
町
立
病
院
医
師　

田
中
暢
之

▽
町
立
病
院
看
護
師　

相
田
真
紀

▽
町
立
病
院
看
護
師　

富
士
原
美
由
紀

▽
町
立
病
院
看
護
師　

宮
川
智
子

▽
町
立
病
院
看
護
師　

雨
宮
し
ほ

▪
退
職

▽
長
田
知
久
（
企
画
課
長
）

▽
原
川
英
一
（
会
計
管
理

者
）
▽
深
澤
富

美
子
（
町
民
課

長
）
▽
池
川
良

人
（
介
護
老
人
保
健
施
設
事

務
長
）
▽
依
田
勝
志
（
六
郷
支
所
長
）

▽
内
藤
幸
平
（
産
業
振
興
課
公
園
管
理

係
長
）
▽
河
野
さ
つ
き
（
出
納
室
会
計

係
）
▽
高
野
恭
子
（
い
き
い
き
健
康
課

子
育
て
支
援
係
）
▽
井
澤
伸
一
郎
（
町

立
病
院
医
師
）
▽
伊
東
一
（
町
立
病
院
）

▽
望
月
一
男
（
六
郷
支
所
庶
務
係
）
▽

佐
久
間
礼
子（
町
立
病
院
）

経
済
対
策

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー

町
営
住
宅

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー

生
活
福
祉

お
ま
か
せ
あ
ー
れ
ー
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